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生活形に依ろ蜘蛛の分類 

植 が 利 夫 

東をホ—離野川區閱ヶ原巧 3 10 

第一章 巧 で 

從來の動物分類學はまとして形態學上の特徽をがてみ類の目安として居を撥 
でをるう;:，最近生巧形 (life form) 义は生巧帶 （life zone) 等の言葉を用ひ， 
動物のみ類を生活形態又は生淸樣式に依つてなさんとする傾向が現れて來を薇 
である3小をもずつとが前から斯薇な蕾を考へて居をのであつて，まことに我 
が意を得たりと思つて居る0生が樣式に俄るみ-類は死物隱本のみを扱つて居る 
机上の學者には不便であるが，實際自然巧にがて生巧なしつ、ある動物を對稱 
として研究ずる學徒には便利でをり，又興味深い事でもをる。特に蜘蛛類〇か 
<幾多の生活様式を有する部門にがては.嘶かる分類は極めて必要な事でをる 
と思ふ。曾て’本會評議員福井博±は，網の形に依つて蜘蛛を分類すれば勒ホり 
研究者には便利ではないかと仰しやられを事があつたカミ，ぶに其の通りである 
と小生も考へて居る。今白の動顿か類擧はより多く犯とり死物擦本を離れて實 
際に生巧しつ、ある動物を研究の對稱としなければならないのではないかと思 
ふ0 

が上の樣な理由で予は今回生活形に依る蜘錄の分類を試みる尊にした。巧よ 
り思考日尙淺くまだ發表の域に遠して居ないのでをる力、*，一先つ•豫報的な意味 
で紙上に褐げ；諸賢の御批判をいただいて立派なものにしてみたいと思つて居 
る0 

第二章蜘蛛のをを性と流浪性 

蜘蛛の習性上最も著しい二大別はを住性と流浪性でをる0前者は一をのが居 




H 又は網を營んで相當長き期間を其所に生 

巧するものでキムラグモ科 ( Liphi : tidae ) 
トタテグモ科 （ CteuizidaO デグモ科（八 • 
typidae ) キノ シシグモ科 ( Dysderidae ) 
ハグモ科 ( Dictynidae ) ウゾグモ科 （ U - 
loboridae ) ヒ メグち不斗 （ Theridii ん i (.) サ 
ラグモ科 （ Linyphiiclae ) ユウレイグモ 
科 ( Pholcidae ) ヒラクグモ科 ( Uroctid - 
ae ) がネグモ科 （ Ar 如が dae ) バグ 
T バ蛛シ黄苗モ科 ( Argyronetidae ) タナグモ科 （ A - 
漏 が lenidae ) フク P グモ: P 4 ( Clubioriidae ) 

第1励 等の大部かは之に屬し，後者は殆どか、 

地中に造られたトタテグモの住居 るを住的なな居又は網を營まず，常に旅 

から旅を潑けて生涯の大部分を送るものでキシダグモ科 （ Pisaiu ’ idae ) ドクグモ 
科 ( Lycosidae ) ザサグモ科 ( Oxyopidae ) カニグモ科 （ Thomisidae ) ハへトリグ 
モ科 （ Salticidae ) アシダカグモ科 （ Heteropodidae ) アハ七グモ科 （ Seleuopidae ) 
シボグモ科 （ Cteiiidae ) ワシグモ科 ( Gnaphosidae ) 等の夕< は之に屬する。 
第ミ章を隹生を目 

をな性の蜘蛛は义造網性と隱遮性とに區別される0前者は補蟲を目的とした 
網を空中に張るもので，コガネグモ科•ヒメグモ科 • サラグモ科 • ユウレイグ 
モ科•タナグモ科•ゥジグモ科 • ハグモ科等の夕 < の種類は之に屬しな者は 
斯< の如き捕蟲巧の網を張らず，地中又は樹皮下等に管狀又は袋狀の住居を營 
んで一生涯の大部みを化の中に過すといふ浮世離れを隱遁を風のもので，キム 
ラグモ科•トタテグモ科 • デグモ科•キノシシグモ不斗•ヒラタグモ科•フクロ 
グモ科等の多くの種類は之に屬する0 
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本群に顯する蜘蛛類は更に其の化居の形にがつて管狀住居族と袋狀住居族と 
に區別する事が出來る〇前者はキムラグモ利••トタテグモ科 • デグモ科等の如 
く長い管がの住居を營むもので.後者はフクログモ科•ヒラタグモ科等のかく 
巧狀又は扁平の住居を鞋むも〇である0 

1管狀化居族管狀の住居を替むものは又おに地中に營巢するものと樹上 
に營典ずるものとの二亞族にみたれる0地中生巧亞族に顧する蜘蛛は云ふまで 
もなキムラグモ科の キム ラグモ {Heptaihela) トタテグモ科のトタテグモ 
{KuhinouJens') カネコ トタテグモ种 ( Acattymidac ) の カネコ トタテグモし 4 か 
a は ijina) デグモ科のデグモ し Atypiin ) ワスレナ グモ (Calomma し ) 等で.樹絳 
生巧亞族に屬するものはホノシ、グモ科 
のミヤグモ (^Ariadna) 及トタテグモ科 
の キノ ボリトタテグモ （ Pach が omeru;) 

等である0而してキムラグモ • トタテグ 
モ類の化居には入口に戶藍がついて居り 
ワスレナ グモ及デグモの化居は地中にを 
つて戸藍な < 楷に後者の'往居は長 < 地上 
に出て居り.ミヤグモのな居は樹上に进 
られ戶蓋をちしない等よりして，直ちに 
其の何たるやた識別する事が出來る。 

2. 袋狀住居族化の族に屬する蜘蛛 

にはフクログモ〔 Clubiona') コマチグモ 
( Chiracanthimn) ヒラタグモ Uroetca) 

等が ある0前二者の化居は禾本科植物の 
葉を折曲げた中又は朽木の樹皮下等に迸 
られ後者〇住居は一錢銅貨大の扁ずな 
白色の装で天井裏又は壁上等に造られる 



第2圖 

葉を卷いたュドコマチグモの住居 



(が） 



ものである0關西地方にはハマキフクログモが夕く，巧京附近にはをれよりも 
大形なエドコマチグモが多い。又ナカムラホニグモ { Araneus ) も植物の化葉 
をがり曲げて同隊な住居を造り蠻居して居る薄が多いが.これは造網生巧群に 
入る蜘蛛である0 

本群は又其の生活する場所によつて地中生’巧族。樹‘が生巧族。壁上生巧族 • 
葉卷生を族の4族に分つ事が化がる。キムラグモ科。トタテグモ科。デグモ巧 
等は地中生が族に，キノボリトタテグモ，ミヤグモ•フク0グモ等は樹が生巧 
族に，ヒラタグモは壁上生巧換に，コマチグモ • ハマキフクログモ等は葉卷生 
巧族に鶏する0 

巧二節造網生巧群 

柿蟲を同的とした網を空中に張る蜘踩獨特の生活群で> コガネグモトト•ゥゾ 
グモお卜。ハグモ科•サラグモ不ホ•ユウレイグモ科。ヒメグモ巧。タナグモ科。 
等の場はか屬する。而して 

誠つ赞を串で，索^.^^^ 

屬する蜘跌であるかをぶ當つけら 
れるものでをる。今 iit の群を網の 
おにがって次の G 晩‘〔かクてみる 

勿論これ位の分け方ではを部を網 ^ :^ 

羅する 事が が伽りで&るが， 

er るも。を還んでみたに過^^ 

ガネグザト•ゥ，，，薦^^^^^:.,が 化靜 . 1 

ダグモ科等の蜘蛛の張る網で ^ ■: ク知 

はホづ义 < 平面的であり，縱絲攒 第3圃隱わ帶をちするコガネグモの:^網 


丸網族 
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絲からお來て居る0而して化の丸網は义 
縱丸網及椒化網に區別する事が出來る。 
前者は殆ど垂直に張られる丸網でを者は 
水平叉は斜に張られる乂網である〇シロ 
カネグモ （ Lcucaxigc ') ア シナガグモ （ Telr 
a(picdh みタニ ガハド ヨウグモ しがが a) 等 
を除いたコガネグモ巧•の蜘蛛は大抵縱化 
網を張りゥブグモ科の網は殆ど敬丸網で 
ある。コダネグモ科の横丸網族は夕 < 溪 
流又は水巧の附近に棲んで居る。 

これ等の蜘蛛の網には往々にしスがの 
中央にカクレオビと稱する幅の度い白い 
絲が様々の形に附着して居る事がをる0 
これは謹身の効あるもので一般にウゾグ 
モ科のカクレオビは渦狀をなして居り， 
コガネグモ屬 （ Argiope ) のカクレオビは 
X 字が-をなして居る0义ゴミグモ屬にも 
渦卷狀のカクレオビを造るものがある。 
其のか例はヨツデゴミグモ iCydo ? a ) で 


第4圆コ，ミグモのな態 ある〇ウダグモ科で最も普通なのはトウ 

キヤウウダグモ iUloh 饥 U 、） で 農家の納屋の天井襄等に《數被旨、して居る。 

コボネグモ利でカクレオビを有しない網を逃るものは極めて夕い。先づオニ 
グモ屬 { Araneu ^') で人家の巧かに普通なのはオニグモ•イへオニグモ等であ 


り.戦かの樹閒にはヤ マシ ロオニグモ • ビデヨホニグモ•アヲオニグモ •ゴゲ 
チヤホニグモ • サツ マノミ ダ マシ 等が 居る。一般に ホニグモ屬の 蜘辣は日中は 
網に居る 事が 少く大あ 共の 附近に潜んで居る 0共の 中で もアヲホニグ モ•ビデ 


(が） 


ヨォニグモ等は必ず植物の葉を卷ぃて其所を化居にして居る。サツ マノ ミ ダマ 
シはサツマノキに多く形態色彩は其の果實に類拟して居る。化の他コガネグモ 
ダマシ iLarinia ) ドヨウグモい/が a ) 等は山地に見出される普通種であり，稍珍 
ロロロとしてはトゲグモ iGasteracanthcO がある 〇 デャラウグモ { NephJla ) が贯か 
ら秋にかけて全盛を極める蜘蛛で，其の絲は本網の前後にあらぃ絲を引き廻し 
た一毋 S 重式の網である 0 疏球な南には大形なマダラデヨラウグモ { Nephila ') 
を產する〇 

前!目したヨツデゴミグモ（み C 於 sa ) と同屬の蜘蛛にゴミグモ•シマゴミグモ 
ギンメツキ等があり，何れも奇妙な習性として網の中央に聖お.食浮等を附着 
する性があるから直ちに他の屬と區別する第が出來る。 

2皿網族此の族は皿を伏せた様な網を張る蜘蛛の伸閒でサラグモ科は之 
に鶴する0各地に最も普通なのはサラグモけみ譬ん ’ a ) である。 

3. 巧網族タナグモ科の蜘蛛は之に屬する。其の網は农巧を出した機な形 
の水平なもので其の一方に漏斗狀の化 
居が附屬して居り，巧網の上には义迷網 
力く张られて居る。外敵に襲はるれば蜘蛛 
は巧に其の住居から裏の方へ逃げてしま 

ふ心 

本族の蜘蛛で屋內に居住するものはィ 
へタナグモ（仍クの!の*? ’ a ) で,野タトの生粗上 
等に最も普通なのはクサグモ { Acjelena ) 

コクサグモ { Agelena ) 等である。义板壁 
石垣の間等には'カキネグモ （ Tegeiiariu ) 

が居り，朽木の隙間等..こはィホグモ（な¬ 
のが） シモフリイホグモ（な 7* が）が棲ん 
で、居る0ャチグモ（(7りだむ'が）も此のが ifUJ 



ぃ〇 ) 


に屬する0 

も迷網族が上 H 族の株な規則だ 
つを網でな < 不規則網を遇る蜘蛛の生 
巧族である。物置 • 便所の隅等に最も 

夕いのはホホヒメグモ （巧がパん•か0で、 
をれ程も夕< はないが•巧株な生活を營 
んで居るものにイへユウンイグモ（八 
Mens) がある〇 前者はヒメグモ科に屬 
するもので腹部はが形に近く，後者は 
ユウレイグモ科に屬するもので腹部は 
細長い。化の點から兩者は直ちに區別 
は出來るが習性上の相違としては，か 
敵の近づいた時網をゆすぶつて示威運 
第 C 阔 クサ グモのな 網 動をするのは後者で 斯 かる運動をしな 

いのは前者である0ヒメ グモ iTfiCi'iclion') 孜ユ々レイグモ し。/た, が）は野外に 
見出される,っ有るな ツ 1: ゲネグモ （ムかが/ ian 《が） も化の仲問である。 

5. 樓網族小形な 1] 挺がの網を-張•るものでハグモ科•ハタケグモ科 (TIa 
hiiiidae ) 及サラ グモ間 等の小形 極は 之に頗する0 而 してハグモ。ネコハグモ • 
ヒ ナ ハグモ等のハグ モ賴（り /c •ツ リな）は斯かる網を 葉 上に迸り，ハタケグモ （巧 a - 
hnia) 及サラグモ科のヒザグモ（風，かりのご）等は邸タトの緋作地に逆網する。夏 
の朝小形なハタケグモの變總に郎露の輝 < 機は美觀と云ふべきでをる。 

义アリグモ JL 弓 iMyrmarachne) の蜘蛛は镇網の如き一時的な住居を葉とに造 
つて解んで居る事が多い。化の類〇蜘蛛は體形猿に擬態して居るから直ちに識 
別する事が出來る。 

も盾綱族扁網とは化網の一部をみつを機な形の網で S 角おを呈して居る 
から S 約網と呼ばれる事もある。縱絲は僅かに4本內タトである。斯かる網を張 
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る蜘蛛はウブグモ科のアフギグモ（巧がむ V が）である0珍奇な網としてお名で 
ある0 


第兰節水中生を群 

ミゾグモ科 ( Argyronetidae ) のミゾグモ {Argyron が a ) は遇網生沉•群に入る 
べきものであるカミ，其の網は奇拔な事に水中に造られ，がの中に空氣を藉えて 
生狸を其の中に生活す るが 故に特に此の蜘蛛だけをとりたて、か中化が稍を 
設ける事にする。勿論生巧群と名づける程夕數の種を包含して居るものでな< 
ミゾグモの一種があるのみである 0 化の蜘蛛は シベリア. 中 アジア .ョ ーロ ッ 
パ等にもみ布し，日本では昭和五年に京都に於て發見され • 其の?を座も研究せ 
られて居る。 

ハシリグモ屬 (Dolomedes) の蜘蛛には水邊に生巧して居て敵に藥はれたりし 
を場合水中にもぐり，或-は水上を疾をする性をちするものはあるう；，これは水 
中にを住するものではないから勿論本群には入らない0 
第四節居候生が群 
-欠張迸網生が群に入るべき顿 I 蛛であ 
るが，自らは獨立しを網を張らずに他 
の蜘蛛の網の一部に倭入して居候生活 
をなすと云ふ特殊な生巧群である〇而 
して此の群は更に一生涯居候生巧をす 
る終生居候族と幼時のみ居候する幼時 
居候族とにかたれる0 

1- 終生居候族ヒメグモ种の年サ 
フラフグモ屬 {Argy redes ') はさ:部これ 
で,チリキサフラフグモ•シロカネホ 
サフラフグモ • アカキサフラフグモ • 

ホソキサフラフグモ*フタヲ斗サフラ 



第了歸ミダグモの水中化•冗- 
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フグモ等の遞類がある。チリキサフラフグはクサグモの迷網に夕< ,シロカネ 
ホサフラフグモはアシナガグモ。コガネグモ • ホニグモ等の網に見おされる。 

を者の腹部は銀なをである。 

2. 幼時居候族大形な丸網の端の方に往々にして見出されるものでァシナ 
ガグモ （ Tetragnaiha ) の幼蛛が最 も多ぐ ,時にォニグモ ( Arafieus ') の幼蛛も 
見巧る事がある。 

巧四章流痕を活目 

此の生を目に屬する蜘蛛類は殆ど完全な巧居又は補蟲網を造らずに一生涯 
の大部みを狩獵して流浪生な•を綾けるものである力;，これを巧に次の四生活群 
にかつてみる菲にする0 

第一節狩獵を巧群 

本群に屬する蜘蛛類は流浪生が目の代表的なもので.常に食話動物を探し索 
めて徘徊する仲間である。而してこれ等の中其の運動方法が通常の步行による 
ものを步行生を族とし跳躍性のものを跳濁生活族とかつ事にする。 

1. 步巧生巧族地上性のものが多く步行は敏速である。キシダグモ科•ド 
クグモ科 • ヴシグモ科なシボグモトト等は么に屬する。化の中キシダグモ科の蜘 
蛛は卵襄を口に御えて運び. 

ドクグモ科の蜘蛛はをれを 
蛛巧に < つつけて運ぶ性力く 
ある0後者は义巧蛛を腹上 

にのせてまり廻るのでコモ 
リグモともちはれる〇ワシ 
グモ科.シボグモ科の蜘蛛 
は其の智‘性ドクグモ科によ 
く 似て居るが，塵埃の中等 
に夕<棲んで日光の直がす 



• • .•一 一 .•も. r—. .パ〜.'‘•、が..〜ふ..’んら、1か、<が巧み£^ ツ がふ . 

第 d 圖狩撒に出かけるスチ•ブトドクグモ 
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る所には滅夕に見がらない。スデブトハシリグモ が obmed が )イワウイロハシ 
リグモ ( Dolomedes ) ヤマデキシダグモ ( Pisaum ) ウプキドクグモ （ムッが約） 

ゾ、ラクロドク グモ {Lycosa) ドクグモモ ドキ (AnaMta) ワシグモ {Zelotes) pf 
キリグモ ( Gnaphosa) ヒタキグモ (Le が odrasms) 等は此の族の代表者でをる 0 
2. 跳躍を淸族ササグモ f 斗•ハへトリグモ科の蜘蛛は之に屬し何れも其 
の運動法は跳躍性である。化の中ササグモ科の蜘诛は野外の禾本科植物上に多 
く，ハへトリグモ科の蜘蛛は野'ホの種々雜夕な植物上にも居れば家屋の巧タトに 
も夕く棲んで居る0ササグモ科ではササグモ（ひ巧が?が） ニシナダモ （^ Nishina ) 
クロフ ササグモ（化?化献•な） （ DS 屬が知られて居り，ササグモは最も普通であ 
る0 

ハへトリグモ妍は極めて種類の多い仲間で，本邦產のものだけでも數百穗に 
達する。其の中シラヒダハへトリ（がの化り, m 化）チヤスデハへトリ iPlexippus ) 
ミスデハへトリ ( Plexippits ) ヨシイへハへトリ (Yoshiiyea ) 等は人讓义は板壁 
の上等に普通に見受けらがる種類で，戰ホの草上にはネコハへトリ（叔，りぶ/げが） 

アサヒハへトリ （ Jo むだ）アヲオビハへトリしがな)で/がな）カラスハへトリ（ぶんご- 
れ 6) ランペルトハへトリ iHyllm ') デーニッッハへトリ { Hasarhos ) 等が:見を 
けられる C 

第二節化兵生活群 

本雅の蜘株類はおに植物の化又は葉上に潑み，昆蟲等の近づくものをればを 
れを補獲して食辟となすもので前群のか < 敏活な運動をなすものが少い〇其の 
主なる ものはハナ グモ （ Misumena ') ワカバ グモ （ ひ 巧おた）アプチグモ （ Tho ~ 
mi 扉) ヤミイロカ ニグ モ ( Xusticiis ) エビグモ (PhilodromuO 等で，王ビグモ 
を除；他のを部の步脚は機巧性で前二本力';長く，特にハナグモ•ヵニグモ•ァ 
、ゾチグモ等の體形は蟹〇形に似て居る。 

が兰節滞伏生巧群 

本群に屬する蜘蛛は暗所をがみ，屋巧のものはホとして押入义は物置の隅等 
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に满んで居り，對•外のものは樹皮•朽 
木•お下等に解伏して居る。屋內のも 
のは塾間にも巧動する事があるが野外 
のものはまとして夕刻から夜閒にかけ 
て巧動するものが多い0 

1. 屋內满が:族狎入の隅等から巧 

々にして道ひ化すものにャマ シログモ 
( 成がりん ’. >) ヒタキグモ {Lej ) todra ?8 Us ) 

等があり，步卿は锁巧性で雖上等に靜 
止して居る大形極はアシダカグモ（ぶ 
eteropodu ) である 0 

2-野外潜伙族老松の樹化をはぎ 
とると扁平なカニグモ { Erem む a ) が 
居る0化の蜘诛は殆ど定イを座のもので 
あるがこれと云ふ特別な住居を逆つて 
居ないから流浪生巧目に入るべきもの 

第9岡アシナガグモを捕へたハナグモ 

である0山地又は、濕地のお下。朽木下 

等には往々コアシダカグモ げかの、 opoda) カミ潜んで居る 0 前記アシダカグモよ 
り稍小形である。 

第四節擬態生活辭 

體形を他の動物又は事物に擬態して巧にか敵の[胶を < らましつ、自己の食料 
を獲得する興味をる生が群である〇今日まで本邦から知られてねるまなるもの 
は烏糞に擬するトリノ フン ダマシ {Cijrtarachne ) の類と昆蟲に擬するアリグモ 
(^Myrmarachne) の類とである 0 肯な者にはトリノ フン ダマシ•アカイロトリノ 
フン ダマシ•シロホビトリノ フン ダマシ等があり， な 者にはクロアリグモ•ア 
カアリグモ • クマアリグモ等がある0化の他デガバチに擬態したデガバチグモ 
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( Castandra ) も有名でをる力も鳥糞に擬する事を码て最も有あなのはフリナ 
ラクネ ( Phrpiamchne ) で， 本邦にも數種を產する 0 
化の他ハゼノキの果實に擬態しをサツマノミダマシ { Araneus ) が葉に擬態 
したヲナガグモ Uriamrm ) 等がある力;，何れも逆網生活群に屬するものでを 

る。 

を態學的蜘蛛み類檢索表 

な上で小生の生巧形に化る蜘蛛み類の大要を書き終つをのであるが，これを 
基礎として次に化のみ—類好檢索表を獨げてみる事にする。實はが上のか類大嬰 
よりも化の檢索表を作る事力く本論文のま目的であつたのである。而して實際に 
生をしつ、ある蜘蛛の生態を觀察してみると同一の種類でも其の生態は千穗萬 
觀で中々檢索表を作る事が鞭しいものである0例へばお住生活固のものでも流 
浪して居る事があるし，流浪生が固のものでも一時的な住居や網を造つてを化 
して居るものがあつて，其の何れに屬がしむべきやは隨み迷はされたものであ 
る。而し多年採集した經驗から割り出して造網性の蜘蛛でも流狼してねる事の 
方が多いも のは流浪生巧目に入れたり，流浪性のものでも一時的な住居を造る 


ものでを住生活'目に入れたりしたものがある。兎に角何回も赞弱な頭を絞つて 
みたのである力;，結局はす滿足なものになつてしまつを0叉成るべく文章を簡 
潔にしやうと訪力した結果說巧が不十分な點もある事と思ふ0何卒頸外に採集 
におかける諾兄は是非一度此の檢索表を使用してみて下さつて，成るべく詳細 
に不備な點を御'注想下さる樣切にお願ひ中上ておく次第である。 



—網义は住居を營み多^は-其所に定住する……をが生活目…2 
—網叉は住居を營まず夕<は流浪性である……流浪生活目…化 
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5 , —— 


地中に化居を營んで生をして居る . 地中生巧 嵌‘.‘ 4 

樹挣に化居を營んで生巧して居る . 樹幹生巧族…5 

壁上に住居を營んで生活して居る . 壁上生を族…6 

禾本科植物の葉をキ斤り曲げて化居とする‘•…葉卷生を族 ••• 7 

住居は装狀で入口に戶盖がついて居る . トタテグモ類 

住居は長い袋狀で戶藍がついて居ない . デグモ類 

化居は袋が:で入口に戶藍がついて居る . トタテダモ類 

化居は漏斗がで戶蓋がついて居ない . ミャグモ類 

住居は囊狀で老木©朽皮下に棲んで居る . つ ク P グモ類 
鹽上•天井裏等に扁平な所謂壁錢を逆る……ヒラタグモ類 
まにを•の葉をが•り曲げて遇り大形である……コマチグモ類 


一だがかの葉を折り曲げて逆り小形である •. 

•フク 

ログモ類 

—網は平面的で丸<樹閒 • 屋內等に造られる 

…丸 

網 

族… 9 

一網は皿を伏せを様な形で樹間に逆られる’ 

一皿 

網 

族…玉 2 

一網は店狀で樹技上文は家屋の隅等に《い‘ 

….店 

網 

族…王 3 

一網は不規則で家屋の隅又は樹間等に多い“ 

….迷 

網 

族…王 4 

一網は小形な目覆狀で葉上又は地上に夕い‘. 

…覆 

網 

族…王 5 

—網は兰角形で縱絲は 4 本までだある . 

ぃぃ扇 

網 

族… 16 

-— 網は垂直に張られる事の方が多い . 

•…縱丸網亞族… 10 

—網はかず义は斜に張られる事の方が多い" 

•，，•横丸網亞族… 11 


10— 


網は•一重で特別な附屬物を有しない . ォニグモ類 

網は兰重で本網の前なに又網がある . デョラウダモ類 

網の中央にはカクレオビがある . コガネグモ類 


I一 網の中央に鹽埃•食淳等を附着する . ゴミグモ類 

一網は大形でカクレオビを有しない . アシナガグモ類 

—網は小形で多ぐ渦狀のカクレオビを有する…ウブグモ類 
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12 -サラグモ科の大部分は之に屬する . サラグモ類 

P 家屋の隅又はお墙の閒等に夕<造られる…タナグモ類 

し生：垣等の樹技上に夕< 見受けられる . クサグモ類 

一外敵が近づけば網をゆずぶつて威嚇する……ュウレイグモ類 

しか敵が近づいても威嚇;運動はしない . ヒメグモ類 

一爛葉樹の葉緣をかと、つて日覆狀の網を張る…ハグモ類 
お——葉上に一時的な住居として瓣い網を張る……アリダモ類 


し耕作地等に小形な日覆狀の網を張る . ハタケグモ類 

16——ウブグモ料りアフギグモ屬は之である . アフギグて-類 

17-巧 一 ^"種ミブグモを產するのみである . ミブグモ類 

(一小形な種類で一生醒居候生活をする . 斗サフラフ グモ類 

18— 

!— 大形になる種類で幼時のみ居候して居る . ァシナガグモ類 

一屋內 • 野外等を徘徊して狩獵を事とする*…-狩獵生が禪 .. 凯 
ーイ留 I 上に潜んで食斟動物の來るを待つ . 伙お生活群…の 

19 一 

一樹挣•石下又は家屋巧等に潜化して居る……潜化を巧群…24 

一體は他の動物又は寧物に擬態して居る . 擬遮生巧難“ぶ 

(一運動は歩行に依り地上性のものが夕い . 步巧生巧 腹. . 21 

20 — 

L 運動は跳躍性で地上に居るものが少い . 跳踏生巧族… 22 

P 氷邊媳地をがみ植物の葉上に居る事もある…ハシリグモ類 
I 一 稍乾燥した山の斜面等に夕< 見おされる……キシググモ類 
卜革閒义は鹽巧の間等うす暗い所のホが多い…ヮシグモ類 
し如 f 巧なる所にも棲み卯囊は蛛がにつける……ドクダモ類 

一徑义はススキ等〇禾本科‘植物上に多い . ササグモ類 

一家屋の內か • 澗葉樹又は雜寧上に夕い . ハへトリグモ類 

23 — —カニグモ科の大部分は之に顧する . カニグモ類 

24 — — 家屋內の薄暗い巧に潜化して居る . 屋巧潜彷： 觀…25 
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2 心 野外の樹皮下义はお下等に潜伏して居る . 野外潜が：族…撕 

ぉ！--極めて大形なる極類で孜閒活動ずる . アシダカグモ類 

1-- 物置 • 巧入の隅等に潜んで 居る 事が 多い……ャマシロダモ類 

か、！™夕く老松の樹皮:下等に潜かして盾る . カニグモ類 

‘-野外のお下•朽木—ド等に潜かして居る . アシダカグモ類 

广 體は鳥繫に擬態し靜止して居る事が多い……鳥糞擬態族…28 
，一 體は居蟲に類態し狩纖徘徊性である… . 昆蟲擬態族.. .29 

28-■コガネグモ种及カニグモ科に數觀ある…トリノフンダマシ類 

(一槛物上に多く體は麟に擬態して居る . アリグモ類 

29 — 

地上に《く體はデガバチに擬態して居る . デガノくチグモ類 

生•巧形に波る蜘蛛の分類並に其の檢索表はが上。通りであるが.これは單に 
生避學が]分類の一例に過ぎないのであつて，山:の他幾多のホ法におつてか類ず 
る事が出ホるとぶふ。例へげ蜘蛛の生巧する環境に化って屋巧性 • 耕地性•乾 
地性。谣地性 • 巧原性。林地性等とみ類しでみるが如きである。斯かる分類は 
义蜘蝶のみかを考難する上にも一耍因を爲すものであると思ふ。 

動物のみかも從來の如 < 躍に巧政地理的な巧度をなて諭じて居るのでなく， 
動物圃體じノ支ぼず周界の作則を考究してみるならば.前記の如きみ術論は妥當 
でない事を知る專が出來る。例へば蜘蛛類にしても其の分布は止地の高度•光 
•溢度•溫度等にま配されて居るものである。何れこうした方面を重視した日 
本の蜘蛛分布論を執筆してみたいと,思つて居る。 

終に本論义中に使用した蜘蛛の生態寫質は其の大部分を岸西义まが替 r 蜘蛾 
〇生活」より借用した事を化所に明記し，感謝 ( D 意を表ずる次第である。 

(:昭巧]13年6巧1日臟赖） 











